
２ 聞いて！わたしの出会い ～スピーチ～ 
 

 スピーチはＪＳＬ生徒ばかりでなく、ＪＮＬの生徒達にとっても苦手な学習活動である。

特に、４月当初の新しい学級でのスピーチの授業は妙な緊張感に包まれることもまれではな

い。この時期は、学級活動や授業で自己紹介、スピーチをする機会は多い。話すことに苦手

意識を感じている子どもたちにとっては、何を取りあげたらいいのか、どのように組み立て

たらいいのかなどの課題が残されてしまうことが多い。 

 本単元では、これまで出会った人の中から、印象に残っている人を選んでクラスのみんな

に紹介する活動を行う。自分が選んだ他者を紹介することで、スピーチの材料を選びやすく

し、何を話したらいいのかという課題に対する抵抗感が少なくなるだろう。スピーチに慣れ

ていないＪＳＬの生徒達は、事前に原稿を用意するなどして安心して望めるようにしたい。

 また、本単元は独話を中心とした展開例１と対話（インタビュー活動）を取り入れて、ス

ピーチを構成するという展開例２を取りあげている。それぞれの展開例を参考に、学級や生

徒の状況に合った展開を工夫してほしい。 

 

１ 領 域  話すこと・聞くこと 

２ 教 材  「わたしの出会い」（「伝え合う言葉２」教育出版１４版） 

３ 目 標  ・自分が出会った人の中から、紹介する人を選ぶ。 

・説得力のある表現に注意して話す。 

・相手の伝えたいことを確かに聞き取る。 

４ 指導時間 ２時間 

５ 指導形態 在籍クラス（Ｔ・Ｔでの指導体制が望ましい）        

６ 指導事項・言語スキル 

領域 指導事項 言語スキル 

話す

こと 

・ 

聞く

こと 

【話題】 

・ふさわしい話題を選び出す。 

【語句や文】 

・説得力のある表現の仕方に注意して話

したり、聞き取ったりする。 

 

・適切な話題を選び出すことができる。 

 

・話の組み立てを考えることができる。 

・スピーチのためのメモを作り、話すこと

ができる。 

 

－ 39 －



言語

事項 

【話や文章、文】 

・話や文章の中の段落の役割や文と文 

の接続関係などを考える。 

【言語生活】 

・話し言葉と書き言葉の違いについて 

理解し、適切に使う。 

 

・敬体と常体を使い分けることができる。

 

・話し言葉と書き言葉を区別して使うこと

ができる。 

 

７ 指導計画 

◆展開例１（独話を中心とした展開） 

 学 習 活 動 伸ばしたい言語スキル 学習支援・指導・学習材 

○指導者のスピーチを聞

 く。 

 

 

・スピーチの内容を聞き

取ることができる。 

 

・メモをとりながら、スピーチで取

りあげている内容を整理させる。

★生徒の状況に応じて、ＪＳＬ生徒

用のワークシートを用意する。 

１

次 

 

２

時

間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習の内容を知る。 

○紹介する人を選ぶ。 

 

 

 

 

 

 

○どんな点を紹介するの

か、ワークシートに記入

する。 

・スピーチの目的にそっ

て、紹介する人を一人

選ぶことができる。 

 

 

 

 

 

・紹介する内容を選び

出すことができる。 

・選び出した内容を箇

条書きでメモするこ

とができる。 

・家族や友達、小学校時代の先生や

あこがれの上級生など身近にい

る人でもいい。 

★自分のことをクラスの他の友達

により理解してもらえるように、

自分の故郷の歴史上の人物や、ス

ポーツ選手や有名人などでも選

んでいいようにアドバイスする。

・紹介する内容は 

  その人の特徴 

  その人との出会い 

  その人への思い 

 の３点にしぼるようにする。 

★生徒の状況に応じて、指導者がそ

の人物のことを聞き出すような

質問をし、紹介する内容を導き出

すように支援する。 

★状況に応じて聞き出した内容を

指導者がメモをとってもいい。こ

こでは、内容を選び出すことを中

心におくので、書くことに重点は

おかない。また母語でのメモでも

可とする。 
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○どのような表現で紹介

するのかワークシート

に記入する。 

・話の組み立てを考え 

ることができる。 

・スピーチのためのメ 

モ（原稿）を作るこ 

とができる。 

・話し言葉と書き言葉 

の違いを理解するこ

とができる。 

・箇条書きのメモを見ながらスピー

チの原稿を書く。 

・１分間のスピーチ（300字程度）

で原稿を書くことができる。 

・話し言葉を使って原稿を書くよう

にアドバイスする。 

★原稿を何度か音読させ、内容をで

きるだけ自分のものにする。何度

か練習をしたら、指導者が原稿を

預かり必要に応じて、陰の声で助

けるようにする。 

 

 

 

 

○スピーチをする。 

 

・適切な声の大きさで話

すことができる。 

 

 

・なるべく原稿を読まないようにさ

せたい。 

・声の大きさ、速さ、強弱などを事

前にアドバイスする。 

★故郷の人を選んだ場合には、写真

などを事前に準備させて、スピー

チの際に見せるなどしてもよい。

 

 

※可能ならば、第１時は取り出しで指導を行い、第２時のスピーチの発表の時には、在籍

クラスで行いたい。 

 

◆展開例２（対話を取り入れたもの） 

時 学 習 活 動 伸ばしたい言語スキル 学習支援・指導・学習材 

○指導者のスピーチを聞

く。 

・スピーチの内容を聞き

取る。 

・Ｔ／Ｔの指導体制の場合は、お互

いに紹介しあう内容のスピーチ

を準備しておく。 

１

次 

 

２

時

間 

 

○インタビューをする話

 材を選ぶ。 

・２人１組になり、話材 

の中から３つ程度選ぶ。 

・相手にあった話材を 

選ぶことができる。 

 

・話材をあらかじめ１０程度用意し

ておき（ワークシート内）、その

中から選ぶようにさせる。 
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 学 習 活 動 伸ばしたい言語スキル 学習支援・指導・学習材 

 ○インタビューを行う。 

・１人（Ａ）が相手（Ｂ）

 にインタビューをする。

 Ａは聞いた内容をまと

 める。 

 

 

・相手を代えてインタビ 

ューをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○インタビューした内容

 をもとに、相手を紹介 

 するスピーチの原稿を

 書く。 

・選んだ話材について、

質問の内容を考える

ことができる。 

・相手に分かるように 

質問することができ

る。 

 

・相手の答を聞き取る 

ことができる。 

・頷いたりするなど、 

聞きながら反応を示

すことができる。 

・相手の答に対して､ 

更に質問すること 

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

・話の組み立てを考える

ことができる。 

・スピーチのためのメモ

(原稿)を作ることがで

きる。 

・話し言葉と書き言葉の

違いを理解すること

ができる。 

★インタビューをするときは、一問

一答にならないように、言おうと

したことの意味を相手に確かめ

るように、意味が分からないこと

を繰り返してもらったり、理由を

聞き返したり、発展した質問を繰

り返せるように支援する。 

・インタビューは１～２分程度で行

う。 

・ＪＮＬの生徒には聞き取り能力の

向上を目的として、インタビュー

の内容のメモは取らせないよう

にしたい。 

★ＪＳＬの生徒達は、インタビュー

の内容のメモを簡単に取らせる

ようにワークシートの準備をす

る。また、必要に応じて、インタ

ビューに指導者がつき、答えた内

容を簡単にメモをとって渡した

り、難しい言い回しの時は、相手

の生徒に書かせるなどの配慮を

する。 

・箇条書きのメモを見ながら、スピ

ーチの原稿を書く。 

・１分間のスピーチ（300字程度）

で原稿を書くことができる。 

・話し言葉を使って原稿を書くよう

にアドバイスする。 

・原稿を何度か音読させ、内容をで

きるだけ自分のものにする。何度

か練習をしたら、指導者が原稿を

預かり必要に応じて、陰の声で助

けるようにする。 

－ 42 －



 

 
○スピーチをする。 ・適切な声の大きさで話

すことができる。 

 

・なるべく原稿を読まないようにさ

せたい。 

・声の大きさ、速さ、強弱などを事

前にアドバイスする。 

 

展開例２はインタビューの活動を入れて、話材を探すようになっている。 

学級の状況によっては、最初からインタビュー活動を取り入れた展開にすることもある

し、また、展開例１をベースにおくが、ＪＳＬの生徒などで、紹介したい相手がなかなか

見つからない場合などは、展開例２にあるインタビューを取り入れて、紹介する相手とそ

の内容を整理することも考えられる。 
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